
平 成 ２ ３ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日

国土交通省中部地方整備局

港 湾 空 港 部

お 知 ら せ

１．件 名 ： 第１回 防波堤耐津波性能評価委員会を開催します

２．概 要 ： 中部地方整備局は、名古屋港高潮防波堤他を対象に、津波に対する安定性

を確認し、想定を超える津波に対して粘り強い構造とするなど必要に応じた

対策を検討するため、有識者による委員会を開催します。

． 、 、３ 本 文 ： ３月１１日に発生した津波は それまでの想定を大きく超えるものであり

東北地方沿岸に甚大な被害をもたらしました。このことを踏まえ、中央防災

会議では、西日本地域の想定津波の見直しを行っており、中部地方整備局管

。内港湾においてもこれまでの想定を大きく超える津波の襲来が懸念されます

一方、(独)港湾空港技術研究所の調査によると、岩手県釜石港では津波防

波堤が壊滅的な被害を受けたものの、背後地への津波高を４割低減するなど

減災効果があったことが報告されています。

そこで、中部地方整備局では、名古屋港高潮防波堤及び御前崎港西防波堤

を対象に、津波に対する安定性を確認し、想定を超える津波に対して粘り強

い構造とするなど必要に応じた対策を検討するため、有識者による委員会を

開催します。委員会は年度内に計３回開催を予定しております。

４．委員名簿 ： 別紙参照

５．日 時 ： 平成２３年１１月７日(月）１０：００～１２：００

６．場 所 ： ＴＫＰ名古屋駅前カンファレンスセンター ホール５Ａ

住所 名古屋市中村区名駅2-41-5 ＣＫ名駅前ビル

７．議 題 ： ①防波堤の耐津波安定性の検証に用いる津波外力について

②防波堤の耐津波安定性を検証する手法について

８．解 禁 ： 指定無し

※）写真撮影につきましては開会挨拶までとし、傍聴は不可とさせていただ

きます。なお、議事概要につきましては、委員会終了後１２時頃よりカ

ンファレンスルーム５Ａにて説明を行います。

９．配 布 先 ： 中部地方整備局記者クラブ、名古屋港記者クラブ、静岡県政記者クラブ、港

湾新聞、港湾空港タイムズ、日本海事新聞、海事プレス

１０．問合先 ： 中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所

所長 内田、技術開発課長 本多 ０５２－６１２－９９８４



別 紙

防波堤耐津波性能評価委員会 委員名簿

水谷 法美 名古屋大学大学院 工学研究科 教授

春日井康夫 九州大学大学院 工学研究院 教授

一井 康二 広島大学大学院 工学研究科 准教授

富田 孝史 独立行政法人港湾空港技術研究所

アジア太平洋防災研究センター 上席研究官

下迫健一郎 独立行政法人港湾空港技術研究所

海洋研究領域長

野津 厚 独立行政法人港湾空港技術研究所

地震動研究チームリーダー

長尾 毅 国土技術政策総合研究所

港湾施設研究室長

（順不同・敬称略）



中部の港湾における地震・津波対策検討
 

体制図（イメージ）

・主要な防波堤について、想定を超える津波に対して
「粘り強い構造」とするなどの技術的検討
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○○港地震・津波対策
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検
討
内
容

①

 

最新知見に基づく津波シミュレーションの実施

②

 

防災・減災目標の明確化

③

 

港湾BCPの策定等に関する方針を明確化

④

 

地震・津波対策の検討

⑤

 

基本方針の策定

 

など

□□港地震・津波対策

 
検討会議

・津波シミュレーションや広域的課題対応（広域物流、
臨海部工業地帯の防災対策）への助言

・各港地震・津波対策検討会議間の情報共有

 

など

中部の港湾における地震・津波対策に関する懇談会
第1回

 
H23.11.4開催
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部門毎の検討
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個別事業の技術的検討

※１

※２


	第１回防波堤耐津波性能評価委員会.pdf
	第１回防波堤耐津波性能参考資料
	スライド番号 1


